
11月医療安全管理室ニュース 

           2022年 11月 24日 あおもり協立病院 医療安全管理室  

いつもインシデント入力して頂き有難うございます。 

今回は、 

「11月 28日より救急カート運用基準・手順  

救急カートチェック方法を一部変更します」                              

 

今年度の ISO更新審査の際に受けた助言 

 

【協立クリニック】 

・医療安全マニュアルの「救急カート」では、毎週月曜日にチェックすることとなっている。補充と毎週

のチェックとのタイムラグが発生することが予想される。補充が確実に行われたことを記録する方が

現実とあっている。 

・救急カートだけではなく、全てをチェックする仕組みから管理された状態を確実にする方法について

検討していただきたい。 

 

 

どういうこと？ 

 

つまり、 

「いつ・誰が・どのくらい補充したのか？ 

日常点検の他に必要ですよ。」ということです。 

 

ほうほう、なるほど、 

 

現在の日常点検は「レ点」チェックしているのみです。 

誰がどのくらい補充したのかはわからない仕組みになっています。 

 

それでは、運用方法を変更しましょう、 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

①日常点検は「レ点」でチェック、 

②補充した日はレ点ではなく、「補充した項目の個数を記載」 

以上の運用方法にすることで日常点検と補充日をカバーできることになります。 

今までの運用方法との違いは、補充した日のチェックが若干増える作業になります。 

＊新しいチェックシートは医療安全マニュアル・18章に添付されています。 

 

皆様のインシデント報告が患者安全に繋がります。ご協力よろしくお願い致します 


